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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
人
リ
語
リ

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
３
７
３
９
Ｈ

【
作
者
名
】

　
ｄ
ａ
１
ｇ
ｏ

【
あ
ら
す
じ
】

　
人
リ
語
リ
シ
リ
ー
ズ
の
弟
一
作
目
～
友
と
母
と
空
～
で
す
。
第
二
次
世
界
大

戦
の
日
本
で
空
軍
に
志
願
し
た
主
人
公
斉
藤
幸
太
朗
そ
こ
で
出
会
っ
た
友
と
、

故
郷
の
母
そ
し
て
幸
太
朗
の
夢
だ
っ
た
空
…
人
リ
語
リ
一
作
目
は
、
哀
し
く
も

儚
い
命
の
お
話
で
す
。
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そ
の
一
 

～
友
と
母
と
空
～
（
前
書
き
）

今
回
の
時
代
背
景
は
一
応
歴
史
通
り
で
す
が
、
違
う
所
や
作
っ
た
所
な
ど
気
に

な
る
方
は
御
遠
慮
く
だ
さ
い
。
　
　
そ
れ
で
は
、
人
リ
語
リ
　
　
　
　
　
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。
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そ
の
一
 

～
友
と
母
と
空
～

世
に
溢
れ
る
様
々
な
話
か
ら
今
宵
は
ど
ん
な
世
界
が
描
か
れ
る
か
…
 

人
リ
語
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
時
は
１
９
４
４
年
 

第
二
次
大
戦
真
っ
直
中
の
日
本
の
あ
る
　
一
人
の

兵
隊
の
お
話
お
話
。
 
 

　
彼
の
名
は
 

斉
藤
 

幸
太
朗
田
舎
か
ら
御
国
の
為
に
と
は
る
ば
る
四
国
地
方

は
香
川
県
か
ら
上
京
し
て
来
た
若
干
二
十
歳
の
青
年
で
あ
る
。

「
や
っ
ぱ
り
、
東
京
は
人
が
多
い
さ
ね
ぇ
…
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

「
そ
こ
の
貴
様
！
此
所
で
自
分
の
郡
言
葉
は
禁
止

だ
！
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

「
っ
！
！
？
」
突
然
の
怒
鳴
り
声
に
幸
太
朗
は
驚

き
振
り
向
い
た
。

「
貴
様
、
名
を
名
乗
れ
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

「
じ
、
自
分
は
斉
藤

幸
太
朗
新
兵
で
あ
り
ま
す
！
」
幸
太
朗
は
敬
礼
し
答
え
た
。

「
は
っ
は
っ
は
、
ス
マ
ン
ス
マ
ン
。
あ
ま
り
に
も
田
舎
者
ぽ
か
っ
た
の
で
つ
い

か
ら
か
っ
て
み
た
く
な
っ
た
ん
だ
。
ス
マ
ン
な
。
」
幸
太
朗
は

「
は
、
は
ぁ
」

と
呟
き
な
が
ら
も
一
安
心
し
た
。

「
俺
は
、
大
橋
真
一
 

同
じ
く
上
京
し
た
ば
か
り
の
新
兵
だ
よ
。
」
大
橋
は
軽

く
敬
礼
し
、
挨
拶
し
た
。

「
と
こ
ろ
で
斉
藤
、
君
は
何
処
の
軍
部
に
所
属
す
る
つ
も
り
な
ん
だ
？
」
大
橋

は
尋
ね
た
。

「
自
分
は
、
空
軍
弟
３
師
団
に
志
願
し
た
よ
。
」
幸
太
朗
は
昔
か
ら
飛
行
機
に

憧
れ
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
夢
で
勉
強
し
、
四
国
で
も
名
門
の
国
立
の
大
学
で
学
ん

で
い
た
。
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「
お
ぉ
！
そ
う
か
、
俺
も
弟
３
師
団
に
志
願
し
た
ん
だ
よ
。
」
偶
然
に
も
幸
太

朗
が
同
じ
軍
部
だ
と
知
る
と
大
橋
は
親
近
感
が
湧
い
た
。
そ
れ
は
幸
太
朗
も
同

じ
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
し
て
二
人
は
、
空
軍
に
入
隊
し
た
。

一
年
後
、
日
本
の
戦
況
は
大
分
不
利
に
な
っ
て
い
た
。
海
で
は
戦
艦
大
和
が
沈

み
、
陸
で
は
東
京
大
空
襲
が
起
っ
て
い
た
。

大
和
の
撃
沈
に
よ
り
日
本
の
戦
術
は
戦
艦
か
ら
、
航
空
機
に
変
わ
り
始
め
て
い

た
。
 

一
年
間
の
訓
練
を
通
し
て
幸
太
朗
と
大
橋
は
い
つ
し
か
無
二
の
親
友
に

な
っ
て
い
た
。
幸
太
朗
達
の
部
隊
は
大
活
躍
し
て
い
た
。
が
、
し
か
し
、

「
日
本
軍
ガ
、
戦
争
ニ
勝
ツ
為
ニ
ハ
、
資
源
ガ
足
リ
ナ
過
ギ
ル
。
」
そ
れ
は
、

突
然
の
出
来
事
だ
っ
た
。

幸
太
朗
達
の
零
戦
部
隊
は
、
最
強
だ
っ
た
。
し
か
し
、
米
軍
は
そ
れ
以
上
の
戦

闘
機
を
開
発
し
た
。
そ
し
て
、
零
戦
は
最
強
で
は
無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
 

 
し
か
も
、
日
本
軍
が
そ
れ
以
上
の
戦
闘
機
を
作
る
の
に
は
、
も
う
資
源
が
無

か
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
 
 
 
 
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

続
ク
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

人リ語リ
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
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に
あ
た
っ
て
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